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論    文    の    要    旨 
  


























本研究のスピネル規則化した MgAlO バリアを有するトンネル接合では 300% を超える磁気抵抗比が得ら












































 上記に加え、B2 規則化した Co2FeAl を上下電極層にもち、MgAlO バリアにもスピネル規則性が認めら
れる高品位かつ高度に構造制御された強磁性トンネル接合を実現したことは、成膜技術面からも評価で
きる成果であると言える。これは著者が強磁性トンネル接合の作製に関して高いレベルの技術開発を行
ったことを意味しており、工学的な意義が大きい。同時に、この多彩な規則化を実現したトンネル接合で
は、理論から予想されるバンド折りたたみによる磁気抵抗比の低下は生じておらず、Co2FeAl のハーフメ
タル性を表す実験成果が得られている。基礎物性的な観点からも注目される結果である。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２８年１０月１７日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
  
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
 
